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保育活動 降園

降園

保育活動 降園

総合計画 人と自然が輝き みんなで創る 夢のまち

少子化対策推進総合計画 みんなで子育て・子どもが輝くまち

施策の展開

安心して子どもを生み育てることのできるまちづくり

子育てに誇りや喜びが実感できるまちづくり

子育てをみんなで支え合うまちづくり

基
本
理
念

幼稚園においては、保育ニーズの高まりとともに、預かり保育を取り入れるなど保育機能が付

加され、保育所においては、保育所保育指針の改訂により保育所（園）における幼児教育の要素

が大きく求められるなど、幼稚園と保育所（園）の教育、保育内容がほぼ同様の「ねらい」となって

きている。このため、幼稚園・保育所がそれぞれの独自性を発揮しつつ、相互の連携を強化し、

多様な保育活動、総合的な子育て支援活動を行うことが求められています。

これら状況を踏まえ、宍粟市においては、より良い子どもの教育・保育の環境整備をするため、

就学前の子ども（０歳から５歳）を対象とした、幼稚園、保育所の一元化を目指します。

すべての子どもと家庭への支援 地域における子育ての支援

新たな体制づくり

幼保一元化の推進

幼
保
一
元
化
の
推
進

子ども集団

の適正規模

少子化により、地域や園所において、集団を通しての社会性、人間性を育むための教育をしていくこ

とが困難になってきています。

少人数による教育では、園児一人ひとりに指導者の目が行き届き、一人ひとりに応じたきめ細かな指

導が期待できる反面、子どもが集団生活において、刺激しあって遊ぶ中での、子ども同士による葛藤

や挫折経験から得られる辛抱や譲り合いなどの社会性や生きる力の基礎である自立心が育ちにくいこ

とが指摘されています。社会性や生きる力の基礎を培うためには、一定の集団規模の確保が必要で

あり、 このためには、子どもにとってより良い教育・保育が受けられる適正な集団規模（４、５歳児）は、

１学級２５人から３０人（１学級定員：３０人以下）が最も望ましい規模と考えます。

宍粟市として、上記の集団規模をめざすものの、地域の状況（実情）を勘案し、園所としては、最低で

も４、５歳児合わせて２５人を下回らない子ども集団が確保されていることを基本として、現行の園区及

び地域において４、５歳児が２５人を下回る園所及び地域を優先的に適正規模化の対象として、幼保

（仮）こども

園の基本的

な利用形態

イメージ

幼児教育活動４、５歳児

０～３歳児

短時間保育

現状の幼稚園をイメージした短時間保育は、４～５歳を対象として８時～１２時で幼児教育を行い、

給食後の１３時に降園します。

長時間保育

長時間保育は、現状の保育所（園）機能に加え、家庭に帰っても遊び相手が無いなどの環境のため、

午前の幼児教育活動に引き続き、午後も保育を受けることが出来る仕組みを設定します。

実施期間 宍粟市が目指すべき、就学前の子どもの教育・保育のあり方に係る、幼保一元化構想の目標年次は、

平成３０年度までの１０カ年とし、社会情勢等の変化に対応するため、概ね５年後に見直します。

短時間保育

長時間保育

び地域において４、５歳児が２５人を下回る園所及び地域を優先的に適正規模化の対象として、幼保

一元化の推進を図ります。



幼保一元化推進計画の概要

実施区域

及び園区

等

（仮）こども園の園区は、短時間保育希望者及び保育に欠けない世帯の子で長時間保育を希望する

者については、中学校区の区域（複数のこども園を計画する中学校区にあっては、その施設の区域）

に設定します。

また、通園手段の確保を行います。

（仮）こども園

の規模

子どもの適正規模より、園所としての規模は、地域の実情、子ども数等を考慮し４、５歳児の子どもが

概ね５０人～１２０人（各１クラス～２クラス程度）を受け入れられる施設規模とし、０歳～３歳児の受け

入れ枠についても地域の子ども数等を加味し決定するものとします。

推進の方策

基本的には、「民間で出来るものは民間で」という視点で、公立と民間の役割を明確にし、安定的な運

営に考慮しながら、これまでの水準を低下させることなく、幅広い柔軟な対応が可能となるしくみを検討

します。

具体的には、全ての幼保一元化施設（（仮）こども園）は、「宍粟市における今後の幼児教育の方針」

に基づく幼児教育が確保されていることを基本として、

①それぞれの中学校区における幼保一元化においては、市内の保育所等と協議をし、（仮）こども園

の民間での運営の可能性を検証します。

②結果として、（仮）こども園の民間運営が困難である又は相当の期間を要することとなる場合等にお

いては、段階的な取り組みとして幼稚園と公立保育所の再編（公立の幼保一元化）又は、幼稚園の再

編を進め、子ども集団の適正規模化を図ります。

子ども集団

の小規模化

により、適正

規模化が急

がれる幼稚

園施設を含

む中学校区

及び地域

※ ◇で表示

幼児教育

の確保

国の定めた教育要領や保育指針は、幼稚園・保育所における、教育・保育の目指す目標が限りなく

近いものとなっています。

こうした背景を受け、教育委員会においては幼稚園教育要領を基本とした、宍粟市が目指すべき幼

児教育の指針を策定することとしており、行政が果たす責務として、全ての地域において、ひとしく幼児

教育・保育の機会を提供すると共に、幼児教育が確保されるしくみづくりを構築します。
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